






















2　初期密教時代は年代的に 3～ 7世紀中頃までと比較的間隔があるが、大塚氏［2013］はこれを 3期に分割した。
そのうち第 1期（ 3～ 5世紀中頃）の陀羅尼は、大乗の空思想や陀羅尼思想から展開した「密教系ダラニ経典」
と、小乗部派のパリッタ（護呪）から展開した「密教系護呪経典」に分類できるという。後者には五護陀羅尼の






































































































で、宝生如来と関連した特色を有するもの（SM No.201、 NPY No.18、［Bhattacharya 
1968b: 243︲244］［木村2018］）、第 2に、大随求明妃の化仏が大日如来もしくは体色が白


























五護陀羅尼明妃 No.451 No.452 No.453 NAK
194 大随求明妃 150 a6 108 b3 155 a4 164a8
195 大随求明妃 150 b4 108 b8 155 b3 164b7
196 大随求明妃 151 b1 109 a9 156 a6 165b3
197 孔雀明妃 151 b6 109 b6 156 b6 166a4
198 大千摧砕明妃 152 a4 110 a1 157 a4 166a11
199 密呪随持明妃 152 a5 110 a3 157 a6 166b3
200 大寒林明妃 152 b1 110 a4 157 b1 166b6
201 5尊（マンダラ） 152 b2 110 a6 157 b2 166b9






















194 3251 3376 3583 3119 4074 4197 4405 3940
195 3584 4406
196 3585 4407
197 3252 3378 3586 3120 4075 4199 4408 3941
198 3253 3379 3587 3121 4076 4200 4409 3942
199 3254 3380 3588 3122 4077 4201 4410 3943
200 3255 3381 3589 3123 4078 4202 4411 3944























































































































































































































































る挿絵の特徴から、 SM No.194～200はインドの伝統、 No.206はネパールの伝統に見られ






















E）National Archives, Kathmandu, No.3︲387
［チベット語訳］
Ota. No.4074 （SM No.194）
（ 335 ）
（園田沙弥佳）　207
Ota. No.4407 （SM No.196）
Ota. No.4075 （SM No.197）
Ota. No.4076 （SM No.198）
Ota. No.4077 （SM No.199）
Ota. No.4078 （SM No.200）













































































32　Skt: oṃ āḥ huṃ iti cākṣaraiḥ paṭumatir dehe girisvāntake dṛṣṭvā candragataṃ sitaṃ vidhiyutaṃ pītaṃ ca nīlātmakam/







































































































林明妃）の特色が SM中のそれぞれの単独の成就法（No.197, 199, 200）に説かれている特色と共通していること
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